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ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
政
府

決
議
三
号
に
よ
り
「
大
規
模
私
営
農
場

（trang trai

：
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
）」（
以
下
、

私
営
農
場
）
と
呼
ば
れ
る
、
比
較
的
大
規

模
な
土
地
を
集
約
し
て
農
林
水
産
業
経
営

を
行
う
民
間
主
体
の
発
展
が
公
式
に
奨
励

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
営
農
場
や
合

作
社
と
は
異
な
る
、
民
間
主
体
に
よ
る
農

業
大
規
模
化
の
動
き
は
、
社
会
主
義
国
ベ

ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
画
期
的
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
奨
励
政
策
開
始
後
、
各
地
で

増
加
傾
向
に
あ
る
私
営
農
場
の
動
向
を
概

観
す
る
。

● 

私
営
農
場
の
出
現
と
政
策
的
発
展

奨
励
の
開
始

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
九
八
八
年
に
個
人

農
家
請
負
制
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
国

営
農
場
や
合
作
社
の
一
員
で
し
か
な
か
っ

た
農
家
が
経
営
主
体
と
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
合
作
社
単
位
で
使
用
さ

れ
て
き
た
土
地
は
、
各
世
帯
人
口
に
応
じ

て
個
人
農
家
に
分
配
さ
れ
た
。
一
九
九
三

年
に
は
土
地
法
で
個
人
農
家
の
長
期
的
土

地
使
用
権
が
保
証
さ
れ
た
。
使
用
権
に
は

交
換
、
譲
渡
、
賃
借
、
相
続
、
抵
当
の
権

利
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
農
地
の
事
実

上
の
私
有
化
が
始
ま
っ
た
と
捉
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
分
配
地
の
面
積
に
つ
い
て

は
、
土
地
法
に
お
い
て
地
目
ご
と
の
上
限

が
定
め
ら
れ
た
。
一
年
生
作
物
地
の
分
配

上
限
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

が
影
響
し
、
ベ
ト
ナ
ム
農
業
生
産
主
体
の

大
半
は
未
だ
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規

模
農
家
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、一
九
八
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、

商
品
作
物
生
産
の
浸
透
に
伴
っ
て
、
主
に

南
部
で
比
較
的
大
規
模
な
土
地
を
集
約
し

て
商
業
的
農
業
経
営
を
行
う
民
間
主
体
が

現
れ
だ
し
た
。
社
会
主
義
を
維
持
す
る
ベ

ト
ナ
ム
政
府
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
主
体

の
出
現
は
「
平
等
」
理
念
と
矛
盾
す
る
事

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
化
が
進
む
な

か
、
政
府
は
市
場
競
争
力
の
あ
る
農
業
生

産
主
体
の
必
要
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
二
〇
〇
〇
年
に
、
す
で
に
増
加
し
つ

つ
あ
っ
た
大
規
模
農
業
生
産
主
体
を
一
定

基
準
以
上
の
経
営
面
積
と
生
産
額
に
基
づ

い
て
「
私
営
農
場
」
と
定
義
づ
け
、
そ
の

発
展
奨
励
を
始
め
た
（
図
1
参
照
）。
奨

励
政
策
で
は
、
農
家
が
一
定
規
模
の
土
地

を
利
用
し
て
生
産
の
効
率
化
お
よ
び
近
代

化
を
図
り
、
農
業
の
産
業
化
の
一
端
を
担

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

発
展
奨
励
策
の
試
行
後
、
私
営
農
場
発

展
に
向
け
た
財
政
政
策
や
私
営
農
場
の
労

働
力
雇
用
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
相
次
い

で
制
定
さ
れ
、
私
営
農
場
発
展
奨
励
の
法

的
基
盤
が
整
っ
た
。
と
り
わ
け
重
要
な
法

的
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年

の
改
正
土
地
法
に
私
営
農
場
の
発
展
奨

励
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
法

で
は
、
政
府
分
配
地
の
上
限
面
積
規
定

を
維
持
し
つ
つ
も
、
私
営
農
場
に
つ
い

て
は
、⑴
政
府
か
ら
の
分
配
地
に
加
え
、

⑵
政
府
か
ら
の
借
地
、
⑶
譲
渡
、
相
続
、

寄
付
さ
れ
た
土
地
、⑷
（
政
府
以
外
の
）

組
織
か
ら
の
借
地
、
⑸
世
帯
・
個
人
か

ら
の
借
地
を
利
用
し
て
、
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
八
二

条
二
項
）。
土
地
法
で
譲
渡
地
と
さ
れ

る
も
の
に
は
、
個
人
間
で
土
地
使
用
権

を
売
買
し
た
土
地
が
含
ま
れ
る
。
私
営

農
場
経
営
者
は
、
土
地
使
用
権
の
個
人

間
売
買
や
借
地
取
引
な
ど
を
通
じ
て
、

政
府
か
ら
の
分
配
上
限
を
超
え
た
土
地

を
集
約
す
る
こ
と
が
法
的
に
可
能
に

な
っ
た
。

●
私
営
農
場
の
発
展
経
緯

　

で
は
、
だ
れ
が
ど
う
や
っ
て
土
地
集

約
を
実
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私

営
農
場
主
の
一
般
的
属
性
と
し
て
、
一

般
農
家
と
比
べ
て
学
歴
が
高
い
こ
と
が

二
〇
〇
六
年
農
林
水
産
業
セ
ン
サ
ス

（
参
考
資
料
⑥
）
の
デ
ー
タ
か
ら
確
認
で

き
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
比
較
的
学
歴
の

高
い
一
部
の
農
家
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け

で
大
規
模
な
商
業
的
農
業
経
営
を
開
始
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
に
は
、
私
営
農
場
経
営
主
は
必
ず

し
も
元
々
農
家
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

図1：私営農場（trang trai：チャンチャイ）の定義

（出所）農業農村開発省・統計総局合同通知69号（69/2000/TTLT/BNN-TCTK）、農業農村開発省通知74号（74/2003/TT-BNN）。

私営農場（trang trai：チャンチャイ）は以下1、2のいずれかの基準を満たさなければならない。
1．年間生産額
　  北部および中部沿岸地域：4000万ドン以上、南部および中部高原地域：5000万ドン以上
2．経営面積
a．農業
　①　1年生作物　北部・中部沿岸地域：2ヘクタール以上、南部・中部高原地域：3ヘクタール以上
　②　 多年生作物　北部・中部沿岸地域：3ヘクタール以上、南部・中部高原地域：5ヘクタール以上、

胡椒栽培：0.5ヘクタール以上
b．林業：全国一律10ヘクタール以上
c．畜産
　①　牛　繁殖・搾乳10頭以上、肥育：50頭以上
　②　家畜　繁殖：豚20匹以上、山羊100匹以上、肥育：豚100匹以上、山羊200匹以上
　③　家禽　2000羽以上
d．水産養殖：2ヘクタール以上（エビは1ヘクタール以上）
＊多様な産品を扱う複合経営農場の場合は、1．の定義を基本とする。

荒
神
衣
美

大
規
模
私
営
農
場
の
成
長
と

農
業
近
代
化
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大規模私営農場の成長と農業近代化

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
と
、
私
営
農
場
主
が
農
場
経
営
の
開
始

以
前
は
地
方
政
府
の
幹
部
で
あ
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
稀
で
は
な
い
。
な
か
に
は
、

私
営
農
場
経
営
開
始
後
も
地
方
政
府
幹
部

の
職
を
維
持
し
て
い
る
者
も
い
る
。
二
〇

〇
一
年
の
農
林
水
産
業
セ
ン
サ
ス
（
参
考

資
料
④
）
に
は
、
私
営
農
場
主
の
現
職
に

関
す
る
デ
ー
タ
が
あ
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、

五
％
の
私
営
農
場
主
は
農
場
経
営
開
始
後

も
政
府
関
係
の
職
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ど
う
い
っ
た
人
が
私
営
農
場
経
営
に
参

入
で
き
る
か
は
、
地
域
ご
と
の
土
地
取
得

条
件
に
か
な
り
の
程
度
既
定
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

確
認
し
た
私
営
農
場
の
土
地
取
得
の
主
な

方
法
に
は
、
⑴
市
場
を
通
じ
た
土
地
使
用

権
の
売
買
取
引
、
⑵
稲
作
地
（
主
と
し
て

ド
イ
モ
イ
開
始
時
の
政
府
分
配
地
）
の
使

用
目
的
転
換
、
⑶
ド
イ
モ
イ
以
降
の
政
策

的
な
土
地
分
配
（
未
使
用
地
や
国
有
林
場

保
有
地
の
分
配
）
が
あ
る
。
農
地
の
流
動

化
は
ベ
ト
ナ
ム
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
農
地
市
場
が
未
発
展
な
地

域
も
ま
だ
多
い
。
私
営
農
場
経
営
の
た
め

の
土
地
取
得
手
段
が
政
策
的
な
土
地
分
配

に
限
ら
れ
る
地
域
で
は
、
情
報
を
得
や
す

い
地
方
政
府
幹
部
が
私
営
農
場
経
営
に
参

入
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
推

察
す
る
。

●
私
営
農
場
の
経
営
概
況

　

二
〇
〇
六
年
農
林
水
産
業
セ
ン
サ
ス
の

デ
ー
タ（
参
考
資
料
⑥
）に
基
づ
き
、
私
営

農
場
の
経
営
概
況
を
見
て
み
た
い
。
二
〇

〇
六
年
時
点
で
、
私
営
農
場
は
平
均
的
に

周
辺
地
域
の
一
般
農
家
の
二
〜
八
倍
の
土

地
を
集
約
し
て
、
三
〜
四
人
の
家
族
外
労

働
を
定
期
的
に
雇
用
し
、
商
業
的
農
業
経

営（
商
品
化
率
は
全
国
平
均
で
約
九
六
％
）

を
行
っ
て
い
る
。
農
業
生
産
の
機
械
化
に

つ
い
て
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
電
気
モ
ー

タ
ー
、
石
油
エ
ン
ジ
ン
、
殺
虫
剤
散
布
機

な
ど
で
、
一
般
農
家
に
比
べ
て
私
営
農
場

の
所
有
台
数
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
〜
〇
六
年
の
変
化
を
み
る

と
、
各
作
物
・
地
域
で
私
営
農
場
あ
た
り

経
営
面
積
の
縮
小
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
労
働
力
雇
用
は
増
加
し
て
い
る
。
私

営
農
場
の
所
得
は
二
〇
〇
一
〜
〇
六
年
の

間
に
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
向
上
し
て
お

り
、
二
〇
〇
六
年
時
点
の
私
営
農
場
所
得

は
い
ず
れ
の
地
域
で
も
周
辺
世
帯
の
平
均

所
得
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

　

農
業
近
代
化
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、

農
業
収
益
の
向
上
、
ひ
い
て
は
農
家
の
生

活
水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
⑴
生
産

に
お
け
る
資
本
依
存
の
向
上
、
⑵
流
通
に

お
け
る
商
品
化
率
の
向
上
の
二
つ
の
変
化

の
過
程
で
あ
る
（
参
考
資
料
③
）。
セ
ン

サ
ス
の
デ
ー
タ
を
通
じ
て
私
営
農
場
経
営

の
全
国
的
な
状
況
を
見
る
か
ぎ
り
、
私
営

農
場
は
農
業
近
代
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
生

産
主
体
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

●
私
営
農
場
の
地
域
的
多
様
性

　

私
営
農
場
は
、
一
般
的
に
み
れ
ば
、
周

辺
農
家
よ
り
広
い
土
地
を
利
用
し
た
商
業

的
農
業
経
営
に
よ
り
比
較
的
高
い
所
得
を

得
て
い
る
民
間
農
業
生
産
主
体
と
い
え
そ

う
だ
が
、
実
は
そ
の
発
展
の
様
相
は
地
域

に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
南
部
と
北
部
と
で
は
、
私
営
農
場

の
展
開
状
況
に
様
々
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
私
営
農
場
の
数
と
栽
培
作
物
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図
2
に
は
、
私
営

農
場
の
数
と
生
産
物
の
地
域
別
推
移
を
示

し
た
。
私
営
農
場
は
南
部
に
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
北
部
に
比
べ
て
南
部

で
私
営
農
場
が
多
く
展
開
し
て
い
る
理
由

と
し
て
は
、
①
市
場
経
済
が
早
く
か
ら
浸

透
し
て
お
り
商
品
作
物
生
産
の
必
要
性
が

高
か
っ
た
こ
と
、
②
土
地
の
売
買
取
引
が

比
較
的
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の

二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
時
点

で
、
全
国
の
私
営
農
場
の
半
数
近
く
（
約

四
八
％
）
が
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
展
開
さ
れ

て
い
る
。
同
地
域
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
主

た
る
輸
出
農
産
品
で
あ
る
一
年
生
作
物

（
主
に
コ
メ
）
や
水
産
品
を
生
産
す
る
私

営
農
場
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
メ
コ
ン

デ
ル
タ
省
別
で
み
る
と
、
私
営
農
場
数
が

多
い
の
は
、
⑴
バ
ク
リ
ュ
ウ
省
（
水
産
養

殖
）、⑵
キ
エ
ン
ザ
ン
省
（
一
年
生
作
物
）、

⑶
ア
ン
ザ
ン
省
（
一
年
生
作
物
、
水
産
養

殖
）、
⑷
ソ
ク
チ
ャ
ン
省
（
一
年
生
作
物
、

水
産
養
殖
）
で
あ
る
。
ま
た
、
東
南
部
や

中
部
高
原
に
も
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
多
く
の
私
営
農
場
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
同
地
域
の
私
営
農
場
の
生
産

品
は
輸
出
向
け
工
芸
作
物
を
主
と
す
る
多

年
生
作
物
で
あ
る
。
中
部
高
原
で
は
、
⑴

表1　私営農場あたり平均所得（100万ドン/年）

2001年 2006年 参考：2006年世
帯あたり平均所得

紅河デルタ 47.2 47.4 30.1
北東部 30.4 52.3 26.4
北西部 27.6 47.0 22.0
北部沿岸 25.8 38.5 21.5
南部沿岸 43.2 38.3 27.9
中部高原 23.1 64.5 30.9
東南部 38.2 85.2 55.4
メコンデルタ 79.1 64.1 32.5
全国 32.3 61.4 32.4
（出所）2001、2006年私営農場所得：参考資料④、⑤。2006年世帯あたり平均所得：
参考資料⑦より概算。

図2：地域別・作物別にみた私営農場数の推移

（出所）参考文献④、⑥より作成。
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胡
椒
、
⑵
コ
ー
ヒ
ー
、
⑶
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
、
⑷
ゴ
ム
、
東
南
部
で
は
、
⑴
ゴ
ム
、

⑵
胡
椒
、
⑶
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
⑷
果
物

の
順
に
私
営
農
場
数
が
多
い
。

　

一
方
、北
部
の
状
況
に
目
を
転
じ
る
と
、

私
営
農
場
総
数
は
南
部
に
遠
く
及
ば
な
い

も
の
の
、
私
営
農
場
数
の
継
続
的
な
増
加

が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
、
紅
河
デ
ル
タ
で

は
私
営
農
場
数
が
顕
著
に
増
加
し
て
い

る
。
紅
河
デ
ル
タ
に
お
け
る
私
営
農
場
数

の
急
増
は
、
主
と
し
て
畜
産
部
門
で
お

こ
っ
て
い
る
。
タ
イ
ビ
ン
省
、
バ
ク
ニ
ン

省
、
フ
ン
イ
ェ
ン
省
で
の
養
豚
農
場
の
増

加
が
目
立
つ
。
林
地
経
営
が
主
と
考
え
ら

れ
る
北
部
山
地
に
お
い
て
も
、
畜
産
や
水

産
養
殖
の
農
場
数
が
増
え
て
い
る
。

　

次
に
、
私
営
農
場
の
経
営
内
容
に
つ
い

て
、
南
部
と
北
部
の
違
い
を
見
て
み
よ
う

（
参
考
資
料
⑥
）。
北
部
の
私
営
農
場
が
多

角
化
を
図
る
一
方
で
、
南
部
の
私
営
農
場

は
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
土
地
で
特
定
の

作
物
を
栽
培
す
る
傾
向
が
あ
る
。
私
営
農

場
総
数
に
占
め
る
複
合
経
営
農
場
の
割
合

は
、
北
部
で
約
一
一
％
な
の
に
対
し
、
南

部
で
は
二
％
弱
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
経

営
規
模
を
み
る
と
、
林
業
、
水
産
業
で
は
、

南
北
で
そ
れ
ほ
ど
差
が
見
ら
れ
な
い
が
、

農
業
に
つ
い
て
は
両
地
域
で
の
差
が
顕
著

で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
時
点
で
、
北
部
の

私
営
農
場
あ
た
り
平
均
経
営
面
積
が
二
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
に
対
し
、
南
部
の
そ

れ
は
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
と
く

に
、
紅
河
デ
ル
タ
地
域
で
私
営
農
場
の
経

営
規
模
が
小
さ
く（
〇
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、

東
南
部
で
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る（
六
・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。

　

栽
培
作
物
や
経
営
規
模
の
ち
が
い
が
影

響
し
て
か
、
私
営
農
場
所
得
は
、
北
部
よ

り
南
部
の
ほ
う
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。
と

く
に
、
東
南
部
の
私
営
農
場
所
得
は
、
二

〇
〇
一
〜
〇
六
年
の
伸
び
が
非
常
に
大
き

く
、
二
〇
〇
六
年
時
点
の
平
均
所
得
も
他

地
域
と
比
べ
て
際
だ
っ
て
高
い
。こ
れ
は
、

東
南
部
の
私
営
農
場
の
規
模
が
大
き
い
こ

と
に
加
え
、
地
質
に
恵
ま
れ
た
同
地
域
で

栽
培
さ
れ
る
作
物
の
多
く
が
、
市
場
価
値

の
比
較
的
高
い
輸
出
市
場
向
け
工
芸
作
物

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

以
下
で
は
、
私
営
農
場
発
展
の
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
す
る
。
異
な
る
市
場
・
政

策
的
条
件
を
も
つ
二
地
域
の
事
例
か
ら
は
、

私
営
農
場
の
発
展
経
緯
の
違
い
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
事
例
①

は
政
府
主
導
、
②
は
市
場
主
導
の
私
営
農

場
発
展
の
事
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

● 

事
例
①―

北
部
山
地
の
林
地
経
営
農
場

（
イ
ェ
ン
バ
イ
省
、
二
〇
〇
六
年
調
査
）

　

北
部
山
岳
地
域
に
位
置
す
る
イ
ェ
ン
バ

イ
省
で
は
、一
九
九
〇
年
代
前
半
頃
か
ら
、

政
府
に
よ
る
大
規
模
な
林
地
の
分
配
を
受

け
て
、
茶
、
シ
ナ
モ
ン
、
パ
ル
プ
原
料
木

な
ど
を
生
産
す
る
私
営
農
場
が
現
れ
だ
し

た
。
茶
や
シ
ナ
モ
ン
は
ド
イ
モ
イ
開
始
後

（
一
九
八
六
年
以
降
）
の
輸
出
機
会
増
、

パ
ル
プ
原
料
木
は
紙
の
国
内
需
要
増
を
受

け
て
需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
地
方
政
府

に
よ
る
生
産
奨
励
政
策
も
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
多
年
生
工
芸
作
物
お
よ
び
林
産
物
の
生

産
量
が
伸
び
て
い
る
。

　

同
地
域
で
、
大
規
模
な
林
地
を
受
け

取
っ
て
現
金
収
入
と
な
る
農
林
産
物
生
産

を
拡
大
し
て
い
っ
た
主
体
に
は
、
⑴
林
地

が
所
得
向
上
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
い
う
情

報
を
得
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
、
⑵
林
地

経
営
初
期
に
か
か
る
費
用
を
ま
か
な
え
る

だ
け
の
資
金
を
あ
る
程
度
も
っ
て
い
た
、

と
い
う
条
件
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
た
も
の
の
多
く
は

地
方
政
府
関
係
者
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
域
の
私
営
農
場
の
所
得
は
、
南

部
の
私
営
農
場
と
比
べ
る
と
低
い
も
の

の
、
地
域
内
の
一
般
農
家
に
比
べ
る
と
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別

の
私
営
農
場
経
営
を
み
る
か
ぎ
り
、
順
調

に
所
得
を
向
上
で
き
て
い
る
の
は
実
は
そ

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
同
地
域
の
私
営
農

場
が
順
調
に
所
得
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
土
地
を
確
保
し

て
生
産
品
を
多
様
化
さ
せ
る
こ
と
や
、
雇

用
労
賃
へ
の
出
費
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点

は
、
同
地
域
で
個
人
間
の
土
地
取
引
が
ま

だ
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

雇
用
労
賃
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
部
の
私
営
農
場
経
営
者
に
し
か
実

現
さ
れ
て
い
な
い
。
要
素
市
場
の
未
発
展

は
、
今
後
も
、
既
存
の
私
営
農
場
の
さ
ら

な
る
規
模
拡
大
や
新
た
な
私
営
農
場
の
創

出
に
お
い
て
制
約
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

● 

事
例
②―

東
南
部
の
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
専
作
農
場
（
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン

省
、
二
〇
〇
七
年
調
査
）

　

東
南
部
の
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
で
は
、
一

九
七
五
年
の
南
北
統
一
以
前
か
ら
ド
ラ
ゴ

写真2：ドラゴンフルーツ専作経営を行う私営農場
（2007年、ビントゥアン省、筆者撮影）

写真1：林地で複合経営を行う北部山地の私営農場
（2006年、イェンバイ省、筆者撮影）
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ン
フ
ル
ー
ツ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
ビ
ン

ト
ゥ
ア
ン
省
の
土
壌
、
天
候
、
水
源
な
ど

の
自
然
条
件
が
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
生
産

に
適
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
頃
ま
で
の
生
産
は
、
主
に
農
家
の
自

家
消
費
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
省
で
の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
生
産
拡
大

の
契
機
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
輸
出

市
場
拡
大
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
中
国
か

ら
の
需
要
拡
大
に
よ
っ
て
、
農
家
が
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
市
場
価
値
を
認
識
す
る

よ
う
に
な
り
、
商
品
作
物
と
し
て
の
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
が
拡
大
し
た
。

　

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
市
場
価
値
が
高

ま
る
に
つ
れ
、
農
家
の
中
か
ら
、
も
と
も

と
持
っ
て
い
た
土
地
（
多
く
は
ド
イ
モ
イ

開
始
時
に
分
配
さ
れ
た
稲
作
地
）
を
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
地
に
転
換
し
た
り
、

市
場
を
通
じ
て
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培

地
を
買
い
足
し
た
り
し
て
、
私
営
農
場
経

営
を
開
始
す
る
も
の
が
出
て
き
た
。
市
場

機
会
を
捉
え
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
農
場
主
は
、
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
専
作
経
営
か
ら
高
い
所
得
を

得
て
い
る
。
同
地
の
私
営
農
場
主
が
経
営

規
模
拡
大
を
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
て

い
る
要
因
に
は
、
販
売
戦
略
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
大
規
模
農
家
ほ
ど
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
販
売
単
価
が
高
い
乾
期
の
生

産
・
販
売
を
拡
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
も
と
も
と
雨
期
に
し

か
栽
培
で
き
な
い
果
物
で
あ
り
、
乾
期
に

栽
培
す
る
た
め
に
は
、
電
球
（
日
照
条
件

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
）
や
変
圧
器
（
農

場
で
電
球
を
使
用
す
る
た
め
に
必
要
）
へ

の
投
資
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
へ
の
投

資
は
、
あ
る
程
度
の
土
地
規
模
が
な
い
と

効
率
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
農
家
ほ

ど
乾
期
栽
培
に
着
手
し
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
今
後
の
私
営
農
場
の
規
模
拡

大
や
新
規
参
入
は
必
ず
し
も
容
易
に
進
ま

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

ツ
栽
培
地
の
価
格
が
二
〇
〇
〇
年
以
降
急

騰
し
て
い
る
う
え
、
肥
料
や
電
気
な
ど
の

投
入
コ
ス
ト
も
上
昇
し
て
い
る
。し
か
し
、

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
単
価
は
ほ
と

ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
。

●
さ
ら
な
る
大
規
模
化
は
進
む
の
か
？

　

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、

各
地
で
増
加
し
て
い
る
私
営
農
場
は
、
そ

の
発
展
経
緯
や
経
営
状
況
に
地
域
的
多
様

性
を
帯
び
つ
つ
成
長
し
て
き
た
。
で
は
、

今
後
の
私
営
農
場
発
展
は
ど
う
い
っ
た
方

向
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
本
稿
で
紹
介

し
た
二
事
例
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
と
お

り
、
既
存
の
私
営
農
場
の
規
模
拡
大
や
新

た
な
私
営
農
場
の
生
成
は
容
易
に
は
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前

記
の
事
例
で
は
、
生
産
要
素
の
調
達
、
と

く
に
土
地
の
取
得
に
お
い
て
何
ら
か
の
限

界（
北
部
山
地
で
は
土
地
市
場
の
未
発
達
、

東
南
部
で
は
土
地
価
格
の
高
騰
）
が
見
え

始
め
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
土
地
集
約
に
お
け
る
限
界
は
、
地
域
差

こ
そ
あ
れ
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
現
象
と

推
察
さ
れ
る
。
全
国
の
私
営
農
場
数
は
二

〇
〇
〇
年
代
前
半
に
飛
躍
的
に
増
加
し
た

も
の
の
、
同
年
代
後
半
に
入
る
と
伸
び
が

緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
（
図
3
）。
ま
た
、

私
営
農
場
あ
た
り
経
営
面
積
は
、
二
〇
〇

一
〜
〇
六
年
間
に
ほ
と
ん
ど
の
地
域
、
作

物
で
縮
小
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、私
営
農
場
発
展
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
外
延
的
拡
大
の
時

期
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
頃
か
ら

内
包
的
拡
大
と
い
う
新
た
な
段
階
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
各
地
で
土
地
取
得
に
何
ら
か

の
制
約
が
生
じ
つ
つ
あ
る
な
か
、
私
営
農

場
主
は
経
営
の
「
規
模
」
で
は
な
く
「
質
」

の
向
上
に
よ
っ
て
発
展
を
目
指
す
時
期
に

来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
こ
う
じ
ん　

え
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

在
ホ
ー
チ
ミ
ン
海
外
派
遣
員
）
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図3：2000年以降の私営農場数の推移

（出所）参考文献⑧より作成。




